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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず、諸外国における舞台芸術映像資料の収集及び公開

の方法を調査する一方で、我が国における映像にまつわる版権の問題を考えることがあった。

同時に、研究期間終了時にはおおよそ 1100 のタイトルに及んだ映像資料につき、研究参加者

が、それを用いて、前期課程、後期課程、大学院レベルでの授業を展開した。また、修士論文・

博士論文執筆者には、必要資料を視聴できるシステムを構築した。 

 

研究成果の概要（英文）：This research project continuously engaged with the issue of visual 

material of contemporary performing arts in Europe and the US, focusing our attention on 

possible ways to deal with copyright issues. In the meantime, each of us used the archived 

material in his educational capacity both at undergraduate and graduate levels. We have 

developed a system of using the archive for those in the process of writing a master’s thesis 

and doctoral dissertation. We now hold about 1100 titles for our archive. 
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  年度    

総 計 13,600,000 4,080,000 17,680,000 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は２００４～２００７年度に行った
「現代舞台芸術の映像資料デジタル・アーカ
イヴ構築に向けて」（基盤研究 B、研究代表
者：河合祥一郎、研究課題番号：16320033）
の研究成果を踏まえて構想されたものであ
る。従前の研究では、舞台芸術をめぐる映像
資料についての、多様なレベルでの実態調査
が主要な目的であった。諸外国の公的機関が

どのような映像資料アーカイヴを持ち、また、
どのような収集・運用をしているのか。それ
には、版権の問題がどうかかわっているのか、
等である。その研究成果を得て、本研究は、
従前の研究期間に構築を開始した舞台芸術
映像資料アーカイヴを使って、具体的な授業
――学部レベル、大学院レベル――でどのよう
に活用できるかを、実践的に研究するという
方向を明確に打ち出す必要性から構想され
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２．研究の目的 

研究の目的は舞台芸術の映像資料をめぐる
現況を踏まえ、わが国における現代舞台芸術
研究の質的量的充実をはかるために、以下の
３項目にわけて構想されている。 

 

(1) 映像資料をどのように収集し、それらを
研究者のみならず、一般学生や一般市民、あ
るいは同時代の舞台芸術にかかわる人々に
どのように公開していけるのかを検討して
提言にまとめる。 

 

(2) そうした資料を具体的にどのように活用
した学術研究が可能であるか、具体的かつ実
践的な研究の方法論的側面を検討し、そこで
得られた知見を元に、参加者が各自の研究領
域に、学術論文や学会発表を通じてフィード
バックをする。 

 

(3) 同じ資料を使って、大学院レベル、学部
レベル、一般教育科目レベルでどのような教
育が可能であるかを検討し、具体的な教育方
法を開発して実際の教育現場へとフィード
バックする。 

 

３．研究の方法 

Ⅰ. ２００９年度 

初年度である２００９年度については、以下
の研究内容を各研究分担者とともに実施し
た。 

（１）欧米を中心とする諸外国において、舞
台芸術の映像資料がどのように収集され、ど
のようにアーカイヴ化されているかにつき、
すでに前科学研究費補助金の研究によって
調査済みの機関であっても、技術的側面等々
が日進月歩であることをふまえ、その現状と
問題点を比較検討するために、新たに継続的
な調査を行った。その際、単なる表面的な調
査に終わらないよう、諸外国の諸機関の資料
を使って行われている研究が具体的にどの
ような成果を生んでいるのかまで明らかに
することが目指された。担当は河合祥一郎
（日本および英国）、ドゥヴォス、パトリッ
ク（フランス）、内野儀（日本およびアメリ
カ合衆国）、竹内孝宏（日本およびアメリカ
合衆国）。ここでは、以下のような観点から
の情報と資料の収集が重要となった。 

①それぞれの機関がどのような資料をどの
ようなかたちで所蔵し、どのようにカタログ
化し、さらにどのように研究やその他一般の
視聴に供されているか。またその研究成果に
はどのようなものがあり、どのような形態で
公開されているか。 

②映像の権利関係の問題。アーティスト、劇
場、劇団等、あるいは放送局等とどのような

法的契約関係を結んでいるか。 

時間が許す範囲で、実際に海外に調査旅行
に出かけたり、国内の演劇関係の映像資料を
もつ機関（早稲田大学演劇博物館、京都造形
芸術大学等）を訪れたりする必要が当然生じ
るが、それ以外の情報資料収集の方法も含め、
多角的に研究を進めた。また本年度中に、研
究参加者がそれぞれ一度は海外に調査と資
料収集に出張した。 

（２）初年度については、一般公開の予定は
なかったが、研究代表者が所属する大学院専
攻内で立ち上げた小規模な現代舞台芸術映
像のデジタル・アーカイヴ内容の拡充を図り、
かつアーカイヴを利用した具体的な研究を
開始した。一方、今年度中に、可能な限り、
国内に存在するいくつかの重要な劇団やＮ
ＨＫ等多数の映像資料を所蔵する放送局等
とデジタル・アーカイヴ拡充のために、具体
的な折衝に入った。この作業については、研
究参加者全員が担当した。 

以上が初年度の具体的な研究方法・内容と
なったが、本研究組織がもつマンパワーは限
られており、あらゆる現代舞台芸術を研究対
象とすることが不可能であることは言うま
でもない。したがって、それぞれの専門分野
にしたがって、すでに所蔵している映像資料
を別にして、どのような映像資料がアーカイ
ヴ拡充のために入手すべきかが問われてし
かるべきである。そのため、以下の分担によ
って、それぞれの関係書籍や諸雑誌などの基
礎資料収集も同時並行で行なった。シェイク
スピア劇の現代における上演（河合祥一郎）、
日本の現代舞台芸術（竹内孝宏）、フランス
の舞踊を含む現代舞台芸術（ドヴォス、パト
リック）、アメリカ合衆国の現代舞台芸術（内
野儀）。また、月に一度程度の研究会を開催
し、それぞれの分担する研究の進捗状況につ
いての情報交換や収集した資料についての
共同討議、さらに以降の研究方法の具体的方
向性等について話し合いを行った。 

こうした研究プロセスを経て、初年度末に
は、本研究において以下のことが達成されて
いることが目標となった。 

①各研究参加者がすでに所蔵している映像
資料のＤＶＤ化とデジタル・アーカイヴ化の
ための技術的問題に関する知識をアップデ
ートして共有し、実際のアーカイヴ化の作業
を継続して進めること。 

②各研究参加者が専門とする現代舞台芸術
の諸分野につき、既存の映像資料デジタル・
アーカイヴを拡充する上で必要な作品や作
家を選定し、アーカイヴ拡充の具体的な作業
に入ること。 

③国内の現代舞台芸術について、当事者や関
係者とのコンタクトを取りつつ、可能な限り
映像資料を収集し、具体的なデジタル・アー
カイヴ拡充の作業を開始すること 



 

 

④英国、フランス、アメリカ合衆国の公共機
関が保持する舞台芸術映像アーカイヴの最
先端の情報を収集し、そこで行われている研
究教育内容の具体像を把握する。 

 

Ⅱ．２０１０年度以降。 

本研究は４年間の研究期間が想定されてい
た。研究の準備状況から見て、目的として設
定した現代舞台芸術の映像資料デジタル・ア
ーカイヴ拡充に向けた作業としては、必要な
研究期間はだいたいその程度であると考え
られたからである。 

 初年度の成果を受け、２０１０年度以降は、
本研究の全体の流れからいうなら、資料収集
と実態調査を継続して、われわれの映像資料
デジタル・アーカイヴの拡充作業を継続する
ことが主眼となったが、そこから実際の学術
論文執筆や教育現場への還元ということへ
と次第に視点を移動させていった。もちろん、
現代芸術を扱う研究の必然から、また、デジ
タル技術が日進月歩で変化しているという
現況から、資料収集や実態調査をやめること
はせず、初年度の研究成果を踏まえた上で、
映像資料のアーカイヴ拡充とそれの研究・教
育現場への還元をより効率的に行う方法を
模索してゆくことになった。 

研究内容と方法としては、研究分担を含め、
初年度の内容を、多少の重点をずらしながら、
ほぼ反復することになったが、最終年度の２
０１２年度まで継続することになると想定
されたのは以下の内容だった。すなわち、 

①以下の分担によって、それぞれの関係書籍
や諸雑誌などの基礎資料の継続的収集を行
う――シェイクスピア劇の現代における上
演（河合祥一郎）、日本の現代舞台芸術（竹
内孝宏）、フランスの舞踊を含む現代舞台芸
術（ドヴォス、パトリック）、アメリカ合衆
国の現代舞台芸術（内野儀）。 

②また、月に一度程度の研究会を開催し、そ
れぞれの分担する研究の進捗状況について
の情報交換や資料の共同討議、さらに以降の
研究方法の具体的方向性等について話し合
う。 

さらに２０１０年度からは、初年度の研究
成果を経て、映像資料を使った授業のさまざ
まな形態を検討することになった。具体的に
は、映像のリテラシーというものを、一般教
育課程、学部、さらに大学院レベルで、それ
ぞれどの程度まで確保できるかが重要なフ
ァクターとなることが予測されたわけだが、
ライヴで接していない舞台の映像資料から、
それを見るものは何を読み取るべきなのか、
あるいは何を読み取ってはいけないのか、そ
うした詳細にわたる事項の検討を経るなか
で、より効果のある教育方法の模索をしてゆ
くことになった。 

授業におけるアーカイヴ利用については、

研究開始時から、すでにある現代舞台芸術ア
ーカイヴの映像資料を利用した授業を、前期
課程、後期課程、大学院のそれぞれの課程で、
研究参加者が展開し、好評を得た。また、大
学院生については、修士論文、あるいは博士
論文執筆のためという目的が明確なものに
限り、アーカイヴのその場での視聴を許可し
た。その成果が十分に得られたところまでは
いっていないが、今後、当該研究科に提出さ
れる現代舞台芸術関係の論文に反映される
ものと期待されている。なお、昨年度末の時
点で、当該アーカイヴにはおおよそ 1100 の
タイトルが所蔵されている。 
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